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２０１２年度 鈴鹿サーキットレーシングスクール フォーミュラ（ＳＲＳ－Ｆ） 

スカラシップ選考会を１１月２１日（水）に開催 
 

～未来のトップドライバーを目指して～ 

５名の精鋭が最終選考に臨む！ 
 

国内初の本格レーシングスクールとして1995年にスタートしたSRS-F。以来数多くのトップドライバーを輩出してきました。 

彼らに続くべく、受講生たちは体験スクール、ベーシックを経て「SRS-Fアドバンス」に入校。そこで選抜された5名の

候補生が、9月11日よりスタートした「SRS-Fスカラシップ選考会」に参加。その最終日の練習走行を11月21日（水）に行い

ます。走行終了後に、この日までの成績をもとに講師陣による協議を行い、本年度のスカラシップ（奨学制度）獲得者を決定

いたします。SRS-F校長の中嶋悟氏をはじめ、各スクール講師の出席のもと行われる選考会を是非ご取材いただきます

よう、お願い申し上げます。 

なおSRS-Fスカラシップ獲得者はHondaの育成ドライバー「HFDP（Hondaフォーミュラ・ドリーム・プロジェクト）」の一員と

して、2013年のモータースポーツ活動を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０１２年度 ＳＲＳ-Ｆ スカラシップ選考会 候補生 

   

高 橋
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 翼
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 京侍
けいし
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 嶋田
しまだ
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りく

 

千葉県出身 17歳 大阪府出身 18歳 大阪府出身 18歳 千葉県出身 18歳 岩手県出身 20歳 

・2012年FCJ第9戦8位 

（スポット参戦） 

・2012年FCJ第12戦4位 

（スポット参戦） 

・2012年スーパーFJ 

鈴鹿シリーズ 

6戦中4勝 

（第6戦終了時点） 

・2010年全日本カート 

S-KFチャンピオン 

   

 

2012年11月7日

株式会社モビリティランド

鈴鹿サーキット

2011年SRS-Fスカラシップ選考会最終日走行シーン 
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２０１２年度 ＳＲＳ-Ｆ スカラシップ選考会最終日 開催概要 
 

■日 時： 11月21日(水) 

最終日実技： ・練習走行 9:00～9:30 

 ・計測走行 9:40～9:55 10:05～10:20 

 ・第1ヒート 10:50～ 17周 

 ・第2ヒート 12:10～ 17周 

スカラシップ発表 15:00～ 

■会 場： ［最終日実技］：鈴鹿サーキット国際レーシングコース（フルコース） 

 ［スカラシップ発表］：鈴鹿サーキットコントロールタワー2Ｆ ブリーフィングルーム 

■参加者： SRS‐Fスカラシップ選考会候補生5名(高橋翼、石川京侍、今井拓馬、嶋田誠、橋本陸) 

 2012年FCJ参戦ドライバー3名（清原章太、松下信治、黒崎駿） 

中嶋悟校長（元F1ドライバー） 

佐藤浩二主任講師（元全日本F3000ドライバー） 

服部尚貴講師（元フォーミュラ・ニッポン、SUPER GTドライバー） 

田中哲也講師（元フォーミュラ・ニッポンドライバー。2012年SUPER GT GT300クラス参戦） 

金石勝智講師（元フォーミュラ・ニッポン、SUPER GTドライバー） 

野尻智紀講師補助（2012年 全日本F3参戦） 

平峰一貴講師補助（2012年 全日本F3参戦） 
※走行は候補生5名、FCJ参戦ドライバー3名、野尻講師、平峰講師の計10名で行います。 

※参加者は予定です。 
 

 

※前日11月20日（火）にも、「SRS-Fスカラシップ選考会」の練習走行を行います。ご取材のご希望がございましたら、別途

お問合せください。 

 

 

佐藤琢磨らに続け！頂点を目指す新鋭たちが、鈴鹿から世界へ羽ばたく 
 

1995年、世界に通用するレーシングドライバーの育成を目的とし、高性能フォーミュラカーを使用した、日本初の本格的

レーシングスクールとして産声を上げたSRS-F（鈴鹿サーキットレーシングスクール フォーミュラ）。これまでの17年間で、

F1で3位表彰台、インディカーレースで2位表彰台やポール・ポジションを獲得するなど、世界の舞台で活躍する佐藤琢磨選手

（1997年卒業）を筆頭に、SUPER GTシリーズで2007年にチャンピオンを獲得した伊藤大輔選手（95年）。フォーミュラ・

ニッポン史上初2年連続チャンピオンを獲得した松田次生選手（97年）。2001年ドイツF3チャンピオンの金石年弘選手（97年）。

今シーズンのフォーミュラ・ニッポン最終戦で、最後までチャンピオン争いを繰り広げた伊沢拓也選手（02年）、塚越広大選手

（04年）をはじめ、SUPER GT、フォーミュラ・ニッポンの国内トップカテゴリーに参戦する中山友貴選手（05年）、小林崇志

選手（05年）、山本尚貴選手（06年）、中嶋大祐選手（06年）など、錚々たるトップドライバーたちを送り出しています。また

今シーズンのFCJ（フォーミュラチャレンジ・ジャパン）の最終戦で、劇的な逆転チャンピオンを獲得した松下信治選手は、

昨年スカラシップを獲得し、FCJ参戦1年目での快挙でした。さらには、最終戦で松下選手らと変わらぬパフォーマンスを見せ

4位に入った石川京侍選手は、今回のスカラシップ選考会に参加する受講生。このように多くのドライバーがSRS-Fを

ステップに、国内外で活躍しています。 

 

 


